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　本年 6 月に JFCC 理事長に就任し、皆様方と共に新素材の研究・開発、その評価を通じて、
産業や社会の発展に貢献する所存です。JFCC は 1985 年に設立されて以来、ファインセラミッ
クスを主とする材料の開発・評価において、常に先頭を走ってきました。その中で、2007 年には、
それまでの「材料技術研究所」に加え「ナノ構造研究所」が設立され、より広い領域の素材
の研究・開発で、ますます世の中に貢献できる体制となりました。本年で 40 周年という節目
の年を迎えることができましたのも、関係各位の一方ならぬ、ご支援ご協力と諸先輩方のご
努力の賜と敬意を表しますと共に、心より感謝申し上げます。
　
　時代は進んでいくわけですが、昨今の我々を取り巻く環境は、異常気象や自然災害を含め、
政治・経済・社会が複雑に絡み合って、地球規模の多くの課題を抱え、揺れ動いています。そして、
その振れ幅と先行きの不確実さ、不透明さはますます大きく、そして濃くなっているように感
じます。JFCC はこのような新たな時代に望まれ、従来にはない高度な特性・機能を有する新
素材を求めて、研究開発を進め、社会に貢献することが我々中長期の視点で見たビジョンで
あります。

　研究開発の科学技術、その基礎は測定や観察を基本とした実験科学から始まっており、数
学と共に発展した理論科学、そして計算機の進化と共に数値計算やシミュレーション等の計
算科学へと発展し、現在はデータ科学、情報科学が当たり前に使われる時代になりました。
新たな時代の新たな研究開発がその開発スピードを加速させるとともに、これまでの知識で
は到達が困難であった新たな解を生み出そうとしています。これらのデータ技術を駆使すると
ともに、最近では広く展開されてきているロボティクス等による材料合成を融合させ、またそ
の結果を精緻に観察、解析することにより、広くかつ早く研究開発のサイクルを回していくこ
とが、良い研究、新たな材料創生につながると思っております。

　JFCC は全ての職員が各々の研究開発技術のプロフェッサーとして、チームワークよく研究
を実施し、研究所の保有する科学技術が一体となったチーム力を発揮して、我々のビジョン
の達成に挑戦し続けたいと思います。今後とも従来にも増して、一層のご指導ご鞭撻を賜り
ますようお願い申し上げます。

JFCCのさらなる飛躍に向けて

一般財団法人ファインセラミックスセンター　
理事長　　伊勢　清貴
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就任挨拶

　前世紀が終わろうとする頃、衝撃的な資料に邂逅しました。政府系機関の作成した内部資料で、過去数十年間に国内
で創業したテクノロジー主体のベンチャー企業について、個社毎に業績推移とその要因をまとめたものでした。ほとんど
の企業は廃れて姿を消していましたが、中には大手企業の一部となっているものが散見され、数社でしたが市場で生き残っ
てビジネスを続けている会社がありました。
　それらの違いは、ひとえに創業時に柱とした技術の差から生まれていました。国際水準で通用する基盤的かつ普遍的な
強さを有する技術をもって起業した会社だけが、ビジネスを継続できていました。
　もちろん要因は、技術だけではありません。開発や販売の成功と異なる次元の立ち回りが必要なマネジメントにおいて
鋭敏な才覚を発揮するリーダシップが存在したのは間違いありません。それでもテクノロジー主体ビジネスの盛衰は、基
盤的で強い技術がコアであり必要条件であることは明確でした。これは、技術をコアとする事業の発展を左右する決定的
な要素であり、企業規模の大小にかかわらず普遍的な事実に違いないと思いました。
　それでは、そのような基盤的かつ普遍的な強さを有する技術を、どうやって生み出し又は獲得していけるのでしょうか。
その途は、新たな理論を打ち立てていくような独創性や新規性のある基礎的な研究を、地道に着実に積み上げていくこと
でしか切り拓かれていきません。これは、新たな知識を求めて好奇心を追究していく、いわゆる基礎研究とは違うものです。
今まで見過ごされてきたニッチな領域や従来の常識ではありえない機能の利用等、世界中の同分野のライバルの発想を
超え、皆が見過ごしてきた研究領域を発掘し、正しい方法論で問題解決のステップを刻めるよう考え抜き、刻一刻と心身
を削りながら成果を上げていく難行苦行の歩みです。
　そのような研究開発組織は、個別企業では抱え難くなりました。戦後の経済発展を支えた経済社会システムは、各組
織がその内部に人材、技術や年金のような社会保障システムまで抱え込んで自己完結していました。しかし今や、自らの
得意技を磨き上げたうえで、各事業の特性に応じて組む仲間を見つけて開放的に連携していく、いわゆるオープンイノベー
ションが経済社会活動の主流となりました。基礎的な研究成果はすぐに事業化されて市場で利益を生むことに直結しない
ため、基礎研究から積み上げて技術基盤を確立するのは、KPI 等を踏まえると難しい事業環境にもなっています。
　次代のテクノロジー主体ビジネスの種となる基盤的な技術を創生するのは、専ら研究開発を行う機関が担うのが自然な
役割分担です。今年 40 周年を迎えた JFCC は、非営利の民間機関でありながら、ファインセラミックスを始めとする素
材と関連領域に特化して、極めて重要な社会的役割を負っていると自負しています。研究開発、試験評価、微構造解析、
計算材料設計等で世界最高水準の研究成果や試験評価データを提供し、産業界で活かしてもらえるようさらに研鑽して
います。
　会員のみならず産業界の皆様に、JFCC の活動に注目してもらい、各社のイノベーションに貢献するよう上手に活用して
いただくことで、JFCC としての本懐を遂げたいと願っております。どうぞよろしくお願いいたします。

基盤的な研究成果で産業界に貢献する

一般財団法人ファインセラミックスセンター
専務理事　　市原　健資
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事業報告

　議  決  日　2025 年 6 月 11 日（水）15 時 30 分 ～ 17 時 00 分
　議決事項　１．2024 年度決算の承認について
　　　　　　２．評議員の選任について
　　　　　　３．理事・監事の選任について
　　　　　　４．顧問の推薦について
　　　　　　５．理事の報酬総額について
　　　　　　６．理事の退任に伴う退職金の支給について
　報告事項　１．2024 年度事業報告について
　　　　　　２．公益目的支出計画実施報告について
　　　　　　３．2025 年度事業計画及び予算について
　研究紹介　「JFCC におけるガス分離膜研究の変遷と最新の研究成果」

　日　　時　2025 年 5 月 27 日（火）13 時 30 分 ～ 15 時 00 分
　議決事項　１．2024 年度事業報告及び決算の承認について
　　　　　　２．公益目的支出計画実施報告書の承認について
　　　　　　３．第 18 回評議員会の招集について
　研究紹介　「第一原理計算、マテリアルズ・インフォマティクスによる機能性セラミックス材料研究」

　第 38 回理事会、第 18 回評議員会を開催しました。 
　事業報告・決算、公益目的支出計画実施報告、役員の交代等の議案について承認されました。

「理事会」「評議員会」の開催

○第 38回理事会

○第 18回評議員会

理事会開催風景

評議員会開催風景、会長・副会長
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事業報告

　　　　飯島　澄男　名城大学　終身教授
　　　　大橋　正昭　元ファインセラミックスセンター　理事長
　　　　小畑　　誠　名古屋工業大学　学長
　　　　岸　　輝雄　東京大学　名誉教授
　　　　塩原　　融　元国際超電導産業技術研究センター　超電導工学研究所　名誉所長
　　　　杉山　　直　名古屋大学　総長
　　　　髙尾　尚史　（株）豊田中央研究所　執行職
　　　　種村　　榮　前ファインセラミックスセンター　材料技術研究所長　兼　ナノ構造研究所長
　　　　新原　晧一　長岡技術科学大学　名誉教授
　　　　服部　哲夫　前ファインセラミックスセンター　理事長
　　　　堀田　裕司　産業技術総合研究所　中部センター　所長
　　　　牧島　亮男　北陸先端科学技術大学院大学　名誉教授
　　　　山口　悟郎　（一社）日本ファインセラミックス協会　会長

　評議員会において役員の異動があり、以下の役員体制となりました。　　　　　　　　（2025 年 6 月 12 日現在）

役員の異動

１．評議員
　　◆　東原　敏昭　（株）日立製作所　取締役会長　代表執行役
　　◇　尾堂　真一　日本特殊陶業（株）　代表取締役会長
　　◇　勝野　　哲　中部電力（株）　代表取締役会長
　　◇　中嶋　裕樹　トヨタ自動車（株）　取締役・執行役員・副社長
　　◇　水野　明久　（一社）中部経済連合会　会長
　　　　内田　吉彦　名古屋商工会議所　専務理事
　　　　江藤　浩太　三重県　雇用経済部　新産業振興課　課長
　　　　金田　　浩　（株）東芝　常務執行役員
　　　　木村　雅彦　（株）村田製作所　先端技術研究開発部　部長
　　　　後藤　光宏　住友電気工業（株）　上席理事研究開発本部技師長シニアフェロー
　　　　杉浦　慎也　（株）デンソー　執行幹部
　　　　柘植　弘安　名古屋市　産業局　担当部長（産業技術・技術革新支援）
　　　　永井　　淳　新東工業（株）　代表取締役社長
　　　　仲川　彰一　京セラ（株）　執行役員　研究開発本部長
　　　　丹羽　智明　日本ガイシ（株）　代表取締役副社長
　　　　野村　貴徳　岐阜県　商工労働部　産業イノベーション推進課長
　　　　東山　　明　ノリタケ（株）　代表取締役社長
　　　　古澤　秀雄　愛知県　経済産業局　技監
　　　　三輪　俊晴　（株）日立製作所　研究開発グループ　基礎研究センタ長
　　　　矢野　　仁　愛知県陶磁器工業協同組合　副理事長
　　　　山縣　正明　名古屋鉄道（株）　執行役員　鉄道事業本部副本部長　兼　土木部長
　　　　肆矢　直司　東邦ガス（株）　常務執行役員　イノベーション推進本部長
　　　　　◆会長（評議員会議長）　　◇副会長（評議員会副議長）

２．理事

３．監事

４．顧問

　　○　伊勢　清貴　元トヨタ自動車（株）　取締役・専務役員
　　　　伊藤　慎悟　日本特殊陶業（株）　科学研究所　所長
　　　　加古　　慈　トヨタ自動車（株）　先進技術開発カンパニー　Executive Vice President
　　　　中谷祐二郎　東芝エネルギーシステムズ（株）　エネルギーシステム技術開発センター　ゼネラルマネジャー
　　　　七瀧　　努　日本ガイシ（株）　常勤参与
　　　　野田　英智　中部電力（株）　専務執行役員　技術開発本部長
　　　　平松　岳人　（一社）中部経済連合会　専務
　　　　湯次　善麿　（株）日立製作所　中部支社　支社長執行役員
　　　　市原　健資　（一財）ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　髙田　雅介　（一財）ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　森　　元秀　（一財）ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　木村　英樹　（一財）ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　平山　　司　（一財）ファインセラミックスセンター　執行理事
　　　　北岡　　諭　（一財）ファインセラミックスセンター　執行理事
　　　　　○ 理事長（代表理事）

　　　　武藤　陽一　（公財）中部科学技術センター　専務理事
　　　　矢野友三郎　前（一社）日本ファインセラミックス協会　専務理事
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　 2025 年 5 月 22 日（木）に第 16 回 JFCC 先端技術セミナーをオンラインで開催しました。
　今回は、「独創的研究で社会変革に対応　～マテリアル新時代へ～」と題して、JFCC における当該分野での最先
端の研究開発の取り組みとして以下の２件を紹介しました。

１）均一孔を有する高気孔率多孔体の合成－多孔質粒子の応用－     （材料技術研究所　特任主席研究員　高橋 誠治）
２）機械学習による透過電子顕微鏡像の鮮明化と超高速観察への応用     （ナノ構造研究所　主任研究員　穴田 智史）

　211 名の多数の方にご参加いただき、それぞれの講演に対して、多くの質問およびコメントをいただきました。

　 2025 年 5 月 14 日（水）～ 16 日（金）の 3 日間にわたり、JFCC が協
賛する「第 10 回 CERAMIC JAPAN［大阪］（高機能セラミックス展）」がイ
ンテックス大阪で開催されました。
　JFCC の最新研究成果や企業様に広く活用いただける最新試験評価技術を
紹介するためのポスターを出展し、多くの方々にご来場、ご相談をいただき
ました。

第 16 回 JFCC 先端技術セミナーの開催

第 10 回 CERAMIC JAPAN［大阪］の協賛・出展

　7 月 11 日（金）愛知県産業労働センター（ウインクあいち）にて、7 月 18 日（金）東京大学武田先端知ビルにて、
第 36 回 2025 年度 JFCC 研究成果発表会を開催しました。
　今年度は、「独創的研究で社会変革に対応 ～マテリアル新時代へ～」をテーマに、12 件のショートプレゼンテーショ
ンと 48 件（名古屋会場）、38 件（東京会場）のポスターセッションにより、研究成果、試験評価技術を紹介しました。
　会場には、名古屋会場 183 名、東京会場 132 名と多くの方々にご参加いただき、ポスターセッションでは活発
な意見交換が行われ、発表会は成功裏に終了しました。来年も皆様のご意見を反映した発表会を企画いたします。

＜特別講演＞
・名古屋会場
　「酸化物セラミックス熱電変換材料の創始と研究開発」
　  九州大学大学院　総合理工学研究院　教授　大瀧 倫卓 氏
・東京会場
　「太陽光による水分解微粒子光触媒の開発とその応用」
　  信州大学　アクア・リジェネレーション機構　特別栄誉教授　堂免 一成 氏

第 36 回 2025 年度 JFCC 研究成果発表会を開催

事業報告

JFCC 出展ブース

特別講演会場の様子（東京会場）ポスターセッション（名古屋会場）
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の動きJFCC

2025 年 6 月 11 日付
　理事長退任							       服部　哲夫
　専務理事退任 							       獅山　有邦

　理事長就任							       伊勢　清貴
　専務理事就任							       市原　健資

2025 年 5 月 1 日付
　出向受入
　　研究企画部	 企画グループ　担当部長				    日野　武久（東芝エネルギーシステムズ株式会社）

2025 年 6 月 30 日付
　退職（定年）
　　材料技術研究所　高信頼性材料グループ			   主任研究員　橋本　雅美

2025 年 7 月 1 日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　高信頼性材料グループ　特任主任研究員	 橋本　雅美

人の動き

○一般社団法人日本原子力学会
　第 7 回日本原子力学会　材料部会　Best Figure 賞
　受賞日　　2025 年３月 12 日
　受賞者　　吉田　健太（東北大学）
　　　　　　宮田　穂高（東北大学）
　　　　　　横江　大作
　　　　　　加藤　丈晴
　　　　　　遠藤　美奈子（中部電力株式会社）
　　　　　　熊野　秀樹（中部電力株式会社） 
　　　　　　嶋田　雄介（九州大学）
　　　　　　渡邉　英雄（九州大学）
　受賞題目　A533B 鋼シャルピー破面上亀裂先端部の
　　　　　　その場 WB-STEM 観察

○公益財団法人日本板硝子材料工学助成会
　令和７年度（第 47 回）研究助成
　受賞日　　2025 年 4 月 17 日
　受賞者　　町田　慎悟
　受賞題目　BaAl2Si2O8 の準安定相から安定相への
　　　　　　相転移抑制の解明

○一般社団法人粉体粉末冶金協会
　論文賞
　受賞日　　2025 年 5 月 28 日
　受賞者　　斉藤　武志（株式会社共立合金製作所）
　　　　　　松原　秀彰（元 JFCC 客員主管研究員／東北大学）
　　　　　　福市　安春（株式会社共立合金製作所）
　　　　　　梶原　太智（株式会社共立合金製作所）
　　　　　　寺坂　宗太
　受賞題目　WC-Co 超硬合金丸棒の液相移動と変形
　　　　　　－部分加熱装置を用いた結果とその解析－

○一般社団法人粉体粉末冶金協会
　論文賞
　受賞日　　2025 年 5 月 28 日
　受賞者　　田中　裕幸（TDK 株式会社）
　　　　　　松原　秀彰（元 JFCC 客員主管研究員／東北大学）
　　　　　　横田　英明（TDK 株式会社）
　　　　　　井口　俊宏（TDK 株式会社）
　　　　　　高城　有子（TDK 株式会社）
　　　　　　野村　浩
　　　　　　寺坂　宗太
　　　　　　伊岐見　大輔
　受賞題目　チタン酸バリウム焼結体の高温圧縮変形解析と
　　　　　　FEM シミュレーション

表　彰

○一般社団法人粉体粉末冶金協会
　研究進歩賞
　受賞日　　2025 年 5 月 28 日
　受賞者　　植松　昌子
　受賞題目　デンプンの物科学的性質を利用した
　　　　　　セラミックス多孔体の微構造制御に関する研究

○公益財団法人風戸研究奨励会
　国際会議発表渡航助成
　受賞日　　2025 年 5 月 29 日
　受賞者　　野村　優貴
　受賞題目　Real-Time Imaging of Li-Ion Diffusion and 
　　　　　　Phase Boundary Movement in Solid-State 
　　　　　　Batteries Using Operando STEM-EELS

○公益社団法人日本セラミックス協会
　進歩賞
　受賞日　　2025 年 6 月 5 日
　受賞者　　町田　慎悟
　受賞題目　カオリナイトの層構造を利用した固相反応

○公益社団法人日本顕微鏡学会
　進歩賞
　受賞日　　2025 年 6 月 10 日
　受賞者　　吉田　要
　　　　　　黄　馨慧
　　　　　　宮田　智衆（東北大学）
　　　　　　佐藤　庸平（東北大学）
　　　　　　陣内　浩司（東北大学）
　受賞題目　Electron irradiation damage of amorphous 
　　　　　　epoxy resin at low electron doses 
　　　　　　Microscopy, 72(4), 361-367 (2023)

○公益財団法人池谷科学技術振興財団
　2025 年度研究助成
　受賞日　　2025 年 6 月 13 日
　受賞者　　穴田　智史
　受賞題目　環境制御型透過電子顕微鏡の高速化と
　　　　　　触媒解析への応用

○フルラス・岡崎記念会
　岡崎清賞
　受賞日　　2025 年 6 月 21 日
　受賞者　　森分　博紀
　受賞題目　第一原理計算と高精度実験の連携による
　　　　　　セラミックス電子材料研究
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職員紹介

事務局　総務グループ
伊東　輝

研究企画部　業務グループ
伊奈　弘善

材料技術研究所　先進プロセス設計グループ
野村　進

研究企画部　企画グループ
日野　武久

　2025 年 4 月 1 日付けで事務局総務グループに採用されました、伊東輝と申します。
　事務局の仕事や調達、棚卸しの業務をし始め、職員の方々や社外の方 と々連絡を取り合っていく中で
報告や連絡、相談の重要性を改めて実感いたしました。仕事を進めていく中で伝達しなければならない
ことやご相談させていただきたいことは迅速にご連絡し、自分だけでなく、仕事に関わってくださる職員
や社外の方々が円滑に業務を行っていけるように日々意識をしながら職務に努めていきたいと思っており
ます。また仕事に関することだけでなく、それ以外のこともたくさん学んでいきたいと考えております。
わからないことがたくさんあり、ご迷惑をお掛けすると思いますが、皆様からご指導いただいたことを吸
収し、職員の方々が円滑に研究、職務を行えるように頑張りたいと思います。今後ともご指導、ご鞭撻
のほどよろしくお願いいたします。

　2025 年 4 月 1 日付けで日本ガイシ株式会社から出向してまいりました伊奈弘善と申します。
　これまで複数のメーカーで主に電子デバイスの製品開発部門に所属し、パワーデバイス向け化合物半導
体素子の開発（素子設計、プロセス開発、電気的評価）、無線通信向け電子部品の開発（不良解析、信
頼性評価）に携わってきました。また大学時代の研究では粉末 X 線回折を用いた酸化物の結晶構造解
析を経験しました。JFCC で行われているようなセラミックスの研究開発に従事した経験はありませんが、
過去を振り返ると比較的近い分野に携わってきたのだなと感じております。
　出身は愛知ですが長く関西で生活をしていました。東海地方の知らないことも多いので、自分好みの
スポットを見つけにプライベートな時間で東海地方の各所に出向いたりしています。三ヶ根山スカイライ
ンに訪れた時は天気に恵まれ良い景色を楽しめました。
　JFCC では研究企画部にて、JFCC で生まれる研究成果を社会と繋げていく業務に携わります。これま
での開発成果を生みだす立場から変わり、今は新しい業務に取り組む中で、刺激を受け、気づきを得る日々
です。いち早く貢献できるよう努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。

　2025 年 4 月 1 日付けでノリタケ株式会社から出向で、材料技術研究所先進プロセス設計グループに
配属となりました野村進と申します。出向元につきましては、2022 年に入社後は研究開発センターに配
属され、燃料電池部材の開発に従事しました。
　この度、JFCC という世界トップレベルの装置・人材・技術が揃った研究所で学ぶことのできる絶好の
機会を与えていただきました。このような恵まれた環境に籍をおけることに大変感謝しております。
　JFCC では、ドクターブレード成形、プロセスシミュレーションなど学ばせていただく予定です。どちら
も経験が無いため基本的な原理から学ぶことにはなりますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいた
します。

　2025 年 5 月 1 日付けで、東芝エネルギーシステムズ株式会社から出向して参りました日野武久と申し
ます。東芝エネルギーシステムズ株式会社では、横浜にありますエネルギーシステム技術開発センターに
て、ガスタービンなど発電機器の酸化・腐食評価やレーザを用いた肉盛・溶接などの研究開発に従事し、
最近では固体酸化物形水電解装置（SOEC）の使用候補材の酸化特性評価や、金属積層造形の技術開
発を担当していました。
　プライベートでは、家庭菜園で野菜を育てたり、収穫した野菜や果物で、料理を楽しんだりしています。
　JFCC では研究企画部・企画グループに所属し、通常は東京事務所に勤務しております。これまでの経
験を活かし、研究者の皆さまが円滑に研究を進められるよう、微力ながらお手伝いできればと考えてお
ります。どうぞよろしくお願いいたします。
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第 17 回 ＪＦＣＣ先端技術セミナーのご案内

第 10 回 CERAMIC JAPAN に協賛、出展します

事業案内

　8 月 28 日（木）に第 17 回目の「JFCC 先端技術セミナー」をオンラインで開催いたします。今回は、「独創的研究で社
会変革に対応　～マテリアル新時代へ～」と題して、JFCC における当該分野での最先端の研究開発の取り組みとして以
下の 2 件を紹介いたします。皆さまのご参加をお待ちしております。詳細につきましては、JFCC のホームページ、メール
マガジンでご案内いたします。

１）　インフォマティクスを活用したセラミックス材料研究ー課題設定と実施例ー
（材料技術研究所　主任研究員　村田 秀信）

２）　第一原理計算に基づくイオン伝導性材料の合理的設計                            （ナノ構造研究所　上級研究員　設樂 一希）

　JFCC は企業の皆様に新たなイノベーションを提案いたすべく、「第 10 回 CERAMIC JAPAN（高機能セラミックス展）」に
協賛、ならびに、出展いたします。
　皆様のご来場をお待ち申し上げております。詳しくは主催団体が掲載する HP をご確認ください。

 ● 開催日時：　	 2025 年 11 月 12 日（水）～ 14 日（金）
 ● 開催会場：　	幕張メッセ（千葉県千葉市）
 ● 主催： 	 RX Japan 株式会社
 ● 共催：　	 一般社団法人日本ファインセラミックス協会

特許紹介

2024 年度 国内登録実績　(2024/4/1 〜 2025/3/31)

1 接合方法 2020.3.25 2020-54979 2024.4.5 7467191

2 2020.5.13 2020-084781 2024.5.15 7489230

3 アルミナ多孔質体及びその製造方法 -

-

-

2019.2.7 2019-020725 2024.8.13 7537861

4 東芝エネルギーシステムズ（株） 2019.3.18 2019-50090 2024.10.2 7565149

5 欠陥濃度計算方法及び欠陥濃度計算プログラム - 2018.10.3 2018-188629 2024.10.29 7579044

発明名称 共願人 出願日 出願番号 登録日 登録番号

＊ 本件に関するお問い合わせ先：研究企画部　TEL:052-871-3500（代）　FAX:052-871-3599　　E-mail:patent@jfcc.or.jp

炭化珪素繊維及びその製造方法

セラミックス粉末の製造方法、セラミックス粉末
及びセラミックス緻密質体の製造方法

単願特許：4件　　共願特許：1件　	 	 	 	 	 	 【累積保有数：72件】


